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和歌山大学防災教育チームSAZANKA
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団体紹介（発足経緯・活動内容など）

これまでの活動内容
SAZANKAオリジナル防災手帳の作成

みんなの学校提案事業を活用した防災授業

今後の予定
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発足の経緯・・・東日本大震災を機に発足した有志の学生団体

名の由来・・・“困難に打ち勝つ”という花言葉を持つサザンカに因む
メンバー数 ・・・15名
主な活動内容と目的・・・和歌山県内において近い将来予想される、南海
トラフ巨大地震並びに中央構造線断層帯の活動による地震に向け、防災
に関する啓発活動を行う

▲メンバーの集合写真 ▲名の由来のサザンカ ▲南海トラフ巨大地震の予想震度 ▲普段の会議の様子 3

防災のことを日々勉強しながら、和歌山の
人に防災意識を広めることを目的！

本州最南端・和歌山県串本町出身で、他人事で
はないと感じた発起人の思いが原動力に！

みんなのまちの防災手帳の作成

2012年6月

みんなの学校・提案事業に応募し、採用が決定！

2013年1月12日

上記の提案事業を活用し、和歌山市の中心市街地・ぶらく
り丁商店街内にある、まちなか交流スペース・みんなの
学校において主に小学生向けの防災授業を実施
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詳細後述

和歌山市商工まちおこし課が中心市街地の活性化や賑わいを
取り戻すことなどを目的に、学生を中心としたまちづくり等の活

動に取り組む団体から企画・提案を募集する事業

詳細後述



主に小学生向けの防災手帳“みんなのまちの防災手
帳”を作成

主な記載内容・・・非常持ち出し品、応急手当、おうち
の人と相談して書くところ、わたしの家のキケン度
チェック、避難所の生活方法・マナー、ペットとの避難
生活、地震がおきたらどうする!?、ゆれがおさまった
ら・・・？、災害用伝言サービス、災害用伝言版、避難
所や浸水予想を掲載したマップなど

工夫した点・・・児童自らが書き込むことにより防災知
識を身に付けてもらうこと、新しく気づいたことを容易
に付け加えられるようリング式にする、記入しやすい
よう別途拡大用紙を用意するなど
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和歌山市商工まちづくり課が中心市街地の活性化や賑わいを取
り戻すこと、まちづくりの担い手となる人材の育成や社会貢献等を
目的に、学生を中心としたまちづくり等の活動に取り組む団体から
企画・提案を募集する事業
上記の事業に応募し、採用が決定！⇒和歌山市の中心市街地・
ぶらくり丁商店街内にある、まちなか交流スペース・みんなの学校
を活動の拠点に！
まちなか交流スペース・みんなの学校において、主に和歌山市内
の小学生を対象とした防災授業を実施
小学生に防災知識を広め、堅いイメージのある防災教育を身近に
感じてもらうことが目的！⇒そのために、楽しく学べるよう工夫（コ
ント風の授業を取り入れるなど）！
授業の主な内容
◎地震が起きたらどうする？（学校にいる時、外にいる時など、あ
ら ゆる場面を想定）
◎自分が住んでいる地域の浸水状況及び避難所のチェック
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当日の授業の様子
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幼稚園での防災授業の考案
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ご清聴ありがとうございました。
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